
Vuong検 定によるモデル選択

く
ｇ
呂
校
定
に
よ
る
モ
デ
ル
選
択

一

は

じ

め

に

く
Ｆ
ｏ
Ｄ
的
合
ｏ∞じ

検
定
は
、

競
合
す
る
二
つ
の
モ
デ
ル
が
存
在
す
る
際
の
モ
デ
ル
選
択
の
統
計
的
検
定
方
法
と
し
て
、

他
分

野
で
も
幅
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
と
り
わ
け
会
計
学
に
お
け
る
研
究
で
頻
繁
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
理
由
と
し
て

は
、

会
計
情
報
に
は
、

代
替
的
情
報
が
非
常
に
数
多
く
存
在
し

（例
え
ば
、
当
期
純
利
益
と
包
括
利
益
、

単
体
利
益
と
連
結
利
益
、
Ａ
Ｂ

Ｏ
と
Ｐ
Ｂ
Ｏ
）、
そ
の
競
合
す
る
情
報
の
ど
ち
ら
の
有
用
性
が
高
い
か
と
い
う
こ
と
を
検
証
す
る
こ
と
が
、

基
準
設
定
へ
の
示
唆

と
い
う
観
点
か
ら
も
、

会
計
研
究
者
の
関
心
事
で
あ
る
か
ら
と
思
わ
れ
る
。

本
稿
の
目
的
は
、

く
こ
ｏ
属

検
定
の
理
論
的
背
景

を
説
明
し
、

そ
し
て
そ
の
応
用
例
と
し
て
、

我
が
国
で
二
〇
〇
〇
年
二
月
決
算
期
か
ら
開
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
連
結
キ
ャ

ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
情
報
と
従
来
の
発
生
主
義
に
基
づ
く
会
計
利
益
情
報
の
有
用
性
を
比
較
す
る
こ
と
で
あ
る
↑
）。

一
一　
＜
Ｃ
畳
ｍ
含
ｃ
∞
）
検
定
の
理
論

（１
）

基
本
的
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク

松 大

尾 田

精 浩

彦 司
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もさ
は
、　

物
次
元
確
率
変
数
列
で
、

独
立
同
分
布
に
従
う
も
の
と
す
る
。

今
、

ぷ
ｉｌ
（
ぷ
）卜
）
と
分
割
し
、

さ

を
非
説
明

変
数
、

い

を
説
明
変
数
と
す
る
。

そ
し
て
障
Ｆ
の
真
の
密
度
関
数
を
其
こ
】卜

の
真
の
周
辺
密
度
関
数
を
真
じ
】卜

が
与
え

ら
れ
た
と
き
の

ぷ

の
真
の
条
件
付
密
度
関
数
を
真
ミ
一じ
Ｌ
ｓ
＝
（
ぷ
】卜
）
の
真
の
同
時
確
率
分
布
に
つ
い
て
の
期
待
値
を

的
。［占
で
表
す
こ
と
に
す
る
。
こ
の
と
き
、

二
つ
の
競
合
す
る
モ
デ
ル
、

卜
一―‐‐
く
Ｇ
マ
】
じ

〕
も
∩
ｏ
∩
刃
、▼
Ｑ
求＝
Ｇ
Ｇ
百
〕

ミ
▼

求
∩
『
∩
刃
も】
に
つ
い
て
の
推
測
を
行
う
。

や
す

ポ

を

モ

デ

ル

ヽ

Ｐ

Ｓ

ヽ
の

場

留

ａ
♀

付
凄

●

く
い
一応

ゲ

）
と

し

て

、

や
―――
常
壇

描
叫
的
。［Ｆ

Ａ
ミ
マ
キ
Ｄ
一
ド
ーーー
増
い

練
環
的
。［Ｆ

只
ミ
マ
〕
じ
］

と
定
義
す
る
。

そ
し
て

き
】
さ

を
モ
デ
ル
さ
】
Ｑ
ヽ
の
最
尤
推
定
量
と
し
、

各
モ
デ
ル
の
最
大
尤
度
を
、

鼠
（Ｓ

釧

撻

陣
】。
Ａ
ぷ
一卜

も
）】
鼠
（じ

劇

晴

陣
中ヨ
崎
（
昼
き

ヽ
）

で
表
す
。
ま
た
、

卜

Ｇ

ＩＩＩ

的

。
電

ド

鉢

響

ド

じ

一
】

さ

Ｃ

‐‐‐

的

。
電

ぽ

ぶ

準

ド

じ

｝

母
（も
▼

的
。［枝
ほ

結

環
ド
ト

・臣
ぼ

鱗

環

ド

膨

］】
部
（求
▼

的
。一　

　
　
　
　
　

・臣
暦

給

環

ド

膨

】

観
Ｓ
ミ）＝畢
Ｆ
も）―――出
障
ほ
準
ド
ド
障
娯
準
ド
土

と
定
義
す
る
。
こ
の
と
き
適
当
な
正
則
条
件
の
下
で
、

野
と
持
ミ
は
そ
れ
ぞ
れ
も
普
と
ポ

の
一
致
推
定
量
と
な
り
、

そ
の
分

布
は
漸
近
的
に
次
の
同
時
多
変
量
正
規
分
布
に
従
う
。
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部
⌒滑
沖）亀
委
↑
渦
鐙
饗
諜
謀
やｒ

（
じ

（２
）

く
ｃ
ｏ
Ｄ
い
検
定
の
概
要

く
」
留
崎
検
定
は
、

真
の
分
布

真
ミ
一じ

と
、

競
合
す
る
モ
デ
ル
邸
】
Ｓ

と
の
距
離
を
パ
α
】】げ
出
Ｔ
Ｆ
①
一げ
】ｑ
情
報
量
基
準

盆
Ｌ
Ｉ
Ｃ

で
測
定
し
、

そ
の
距
離
の
差
異
を
統
計
的
に
検
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

Ｋ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
で
は
、

真
ヽ
一こ

と
モ
デ
ル
Ｓ
】

Ｑ
ヽ
の
距
離
は
、

そ
れ
ぞ
れ
、

さ

ふ
（ミ

）―――
苫

一よ

慕

球

］さ

ヽ

出

・了

き
（
ぷ
臣

］出

．Ｆ

ゝ
畳

ド

母

一

ド
ふ
（ざ
）―――苫
中熱
慕
寸
］さ
ざ
凸
ｏＦ
き畳
さ▼
星
憲
（ぷ一ド
じ
］

で
表
さ
れ
る
。

両
方
と
も
右
辺
第

一
項
は
共
通
で
あ
る
の
で
、

Ｋ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
の
観
点
か
ら
は
第
二
項
が
大
き
い
ほ
ど
真
の
分
布
と

の
距
離
が
小
さ
い
と
い
え
る
。

そ
こ
で
、

次
の
帰
無
仮
説

い
ｓ
、

お
よ
び
そ
の
対
立
仮
説

い
Ｆ
出
げ
を
考
え
る
。

邸

”的
。［Ｆ

Ａ
ぷ
一Ｎ

〕
や
）］い
的
。口
停
只
ぷ
一Ｎ

ヤ
ド
】

（コ

付
Ｑ
ヽ
再
コ
姫
ｙ

地
下

的
。［Ｆ

Ａ

ぷ

一Ｎ

キ
や
）］
∨
的
。【Ｆ

只

ぷ

一さ

〕
ド

】

（コ

再

Ｑ
求
片

じ
加

予
ｙ

員
卜
的
。Ｆ

Ａ
ぷ
一Ｎ

一
や
）ズ

的
。［Ｆ

只
ぷ
一ド

ヽ
登
　
（コ

露
Ｑ
栄
時
じ
鋼
守
〉▼

そ
し
て
検
定
統
計
量
に
は
、

尤
度
比

（Ｌ
Ｒ
）
統
計
量

い為六やご『ヽ）―――い共やし―い八やヽ）＝М一ｆふ併郎十鞘＋沖汁

を
用
い
る
。
こ
の
と
き
、

尤
度
関
数
の
連
続
性
に
つ
い
て
の
適
当
な
条
件
下
で
、

大
数
の
法
則
よ
り
、

寸
為ヽ
（鎖こ
掠
善
。　
　
　
中　
　
　
　
　
　
　
　
（母

卜｀

畳畳
き営
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と
な
る
。
ま
た
、

一ｐ
て
（
ぷ
一ぶ

キ
や
）球
（
ぷ
一Ｎ

キ
ド
こ
の
分
散
を
Ｓ
が
、

そ
の
推
定
量
を

も
い
で
表
す
。

定
義
１

（重
み
付
き
ヽ
和
分
布
▼

卜
】さ
」
ｒ
さ
い
を
物
個
の
互
い
に
独
立
で
標
準
正
規
分
布
に
従
う
確
率
変
数
列
と
し
、

ヽ

＝
（ヽ
二

】
‥
き
）、
を
物
個
の
実
数
か
ら
な
る
ベ
ク
ト
ル
と
す
る
。
こ
の
と
き
確
率
変
数

Ｍ
ず
ヽ
Ｎ
も
の
従
う
分
布
を
、

パ
ラ
メ
ー

タ
（Ｓ
】じ

を
持
つ
重
み
付
き
＼
ゃ

和
分
布
と
呼
び
、

そ
の
累
積
分
布
関
数
を
、

ミ
ミ
↑
ヤじ

で
表
す
。

こ
こ
で
、

材
ｇ
ａ
♀
付【岳

ぷ
】応

に
お
け
る
尤
度
関
数
い
共
や
）せい
いぐ
し
を
そ
れ
ぞ
れ
最
尤
推
定
量

鉛
】
き

の
周
り
で

弓
い
く
申ｑ
展
開
し
、

●
０
を
用
い
る
と
次
の
定
理
１
が
得
ら
れ
る
。

定
理
１

（Ｌ
Ｒ
統
計
量
の
漸
近
分
布
）
¨
適
当
な
正
則
条
件
の
下
で
、

（ｉ
）

Ａ
キ

ヤ
や
）＝
只
キ

い
ド
）
な
ら
ば
、

やい
為
Ｘ
鎖
▼
や
し
―
ぃ
こ
べ
・
米
・
】卜
し

が
成
り
立
つ
。
こ
こ
で
■

は
、

止
鶏
一輝韻
拶

戴
押）過鉛至

の
も
十
ｓ
個
の
固
有
値
を
要
素
と
す
る
ベ
ク
ト
ル
で
あ
る
。

（五
）

Ａ
キ

】
や
）＋
只
キ

一
ミ
し
な
ら
ば
、

ミ‐ド、卜ヽ
中ヽ（もざやヽ▼ＩＳ．ミ出）。中】ヨ　　　　　　　　　　］‐にド〉ン【（ｏ】ｅ押）

が
成
り
立
つ
。

（３
）

ｚ
０
３
，
コ０
４
０
ａ
モ
デ
ル
、

Ｏ
く
ｏ
ネＪ
ｏ
■
コ
的
モ
デ
ル
、

Ｚ
ｏ
４
ｏ
α
モ
デ
ル

く

Ｅ
ｏ
Ｆ
的

検

定

で

は

、

競

合

す

る

モ

デ

ル

ヽ
ご

と

Ｑ

求
を

，
ｏ
平

ｏ
秘

付
●
鼻

ｏ
く
ｑ

】
い
０
●
【
Ｄ
蝉

Ｄ
湯

府

ａ

の

二

つ

の

場

合

に

分

類

し

て
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い
る
。

そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
に
検
定
手
続
き
が
異
な
る
。

そ
こ
で
最
初
に
、

三
つ
の
モ
デ
ル
の
定
義
を
正
規
線
型
モ
デ
ル

を
例
に
用
い
て
行
う
。

①
　
Ｚ
ｏ
ｐ
‐ｏ
①４
①ａ
モ
デ
ル
（的
ｓ⊃
Ｑ
【＝
ｓ
）
”

ぷ
＝
さ
十
さ
Ｘ

十ヽ
ｐ
】　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（∞
じ

ぷ
＝
さ
十
い
い
十
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（∞
こ

３ａ
と
３ｂ
と
ぃ
ぅ
、

共
通
の
説
明
変
数
を
持
た
な
い
モ
デ
ル
間
の
検
定
と
な
る
。

の
）

〇
く
颯
】”
●
ｏ
一”
的
モ
デ

ル

（拘
ち

翁
ヽ
十

ｓ

母
ツ
じ

員
ゆＲ
翁
ヽ
営

α
Ｑ
【
Ｒ
員
ゆ▼

ぷ
＝
さ
十
岱
導
ギ
十
Ｓ
ぷ

十
や
】　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（卜
じ

ぷ
＝
い
十
い
買
手

や
さ

十
ｐ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（卜
じ

４ａ
と
４ｂ
の
よ
う
な
、

共
通
の
説
明
変
数
を
持

つ
が
、

そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
説
明
変
数
も
持
つ
モ
デ
ル
間
の
検
定
と
な
る
。

③
　
Ｚ
秘
命＆

モ
デ
ル
（
Ｑ
栄∩
均
じ
中　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／

Ｎ
＝
さ
十
さ
ぷ
キ
ｐ
】　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（御
じ

ぷ
＝
さ
十
い
Ｘ
ヤ十
や
い
十
ｐ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（り
じ

５ａ
と
５ｂ
の
よ
う
に
、　

一
方
の
モ
デ
ル
の
全
て
の
説
明
変
数
は
、

他
方
の
モ
デ
ル
の
説
明
変
数
で
も
あ
る
と
い
う
場
合
の
モ
デ
ル

間
の
検
定
と
な
る
。

図
１
は
、

く
ば
ｏ
Ｆ
鳴
検
定
の
基
本
的
な
考
え
方
を
グ
ラ
フ
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。

く
Ｆ
ｏ
ｐ
的
検
定
は
、

Ｋ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
で
測
定
さ

れ
た
真
の
分
布
と
モ
デ
ル
と
の
距
離
、

す
な
わ
ち
的
。口
Ｄ
Ａ
十

〕
や
こ
と
的
。口
Ｄ
只
キ

ヤ
ポ
と
を
比
較
し
て
い
る
。

そ
し
て

定
理
１
に
あ
る
よ
う
に
、

く
ば
ｏ
属

検
定
の
検
定
統
計
量
の
分
布
は
、

Ａ
キ

ヤ
や
）＝
只
キ

ヤ
ポ
）
と
Ａ
■

】
や
）十
只
＋

キ
ポ
）

の
場
合
で
異
な
る
。

帰
無
仮
説

出
Ｆ
は
、

真
の
分
布
と
、

競
合
す
る
モ
デ
ル
Ｓ
）
Ｑ
ヽ
の
距
離
は
等
し
い
、

す
な
わ
ち
的
。口
Ｄ
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図 l Vuong(1989)検 定の基本的な考え方

G)Non nestedモデル:(Fθ∩Gァ=0)

島           Cン

( H ) O v e r l a p p i n gモデル :(島 ∩Cァ■0か つ 島 CCメa n d  C , Cう )

ゴ[in/(十;θ=)]|「[ln g(十;7.)]ゴ [ln Fl十;θ=)] ど[in g(十;γ.)]

ヽ
空

】
…

や

）］
＝
的
ざ
ｐ
只

キ

一
ド

と

を
意
味

し

て

い
る
。

こ

の
と
き
①

Ｚ
ｏ
甲

Ｄ
２
＆

モ
デ

ル
の
場
合

は
、

地
伊
の
下

で

ヽ
全

】
…

や

）
＝
も
全

】
…

求
し

は
あ

り
え
な

い
の
で
、

Ａ

キ

一
や
）
十
只

キ

ヤ
ポ

）
の
検

定

統

計

量

を

用

い
る
。　

一
方
、

②

Ｏ
お

ヽ
中い
ｏ
ｏ
一ｐ
的

モ
デ

ル
の
場
合

は
、

虫
い
の
下

で
、

Ａ

キ

〕
や

）
い
只

キ

ヤ
ざ

）
と

Ｘ

＋

】
や

）
十
只

キ

ヤ
ポ

）
の
両
方

の
場
合

が
存

在

す

る
。

そ

こ

で
、

最
初

に

よ

■

”
や

）
＝
只

キ

ヤ
ポ

）
を
検

定

し
、

そ

れ

が
棄

却

さ

れ

た
後

に

Ａ

キ

ヤ
や

）
十
只

キ

ヤ
ポ

）
の
検

定

統

計
量
を
用

い
る
と

い
う
手
続

き
が
必
要

で
あ

る
。

最
後

に
③

Ｚ
①
の
命①
島
モ
デ

ル
の
場
合

は
、

量
ヴ
の
下

で

Ａ

＋

一
や

）
十
只

キ

”

島    Cン

(面)Nestedモデル :(C,C島)

島

書の分布)

ど[hご(+;ンⅢ)]ど[lnズ+;θⅢ)]

島υ
    ら

(注)佐 と γⅢは pseudo truc value、ら と み は最尤推定量 を表 している。

ど[lnX+;θ.)] ど[lIIど(・卜;γⅢ)]

力(真の分布)

力(真の分布)力(真の分布)

乃(真の分布)
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求
し

は
あ
り
え
な

い
の
で
、

Ａ

キ

一
や

）
＝
只

＋

】
群

）
の
検
定
統
計

量
を
用

い
る
。

（
４
）

各

モ
デ

ル
に
お
け

る

＜
Ｅ
呂

ｍ
検
定

の
手
続

き

①
　
Ｚ
雪

当
秘
付＆

モ
デ
ル

Ｚ
ｏ
ｐ
出
●
∽
市①
島
モ
デ

ル
の
場
合

は
、

Ａ

キ

ヤ
や

）
十
只

キ

キ
ミ
し

で
あ

る
こ
と
が
前
提

で
あ

る

の
で
、

定
理

１

（
五
）
を
用

い

る

こ
と
が

で
き
る
。

定

理

２

２
雪
‥
コ
ｏ
り
汁＆

モ
デ
ル
の
Ｌ
Ｒ
検
定
▼

定

理

１

（
五
）
よ
り
、

適
当

な
正
則
条
件

の
下

で
、

Ｔ
）
宮
ａｑ
さ
い
ミ
】、ぃい
や
（や
や
）Ｓ
ヽ
ぃ

者
０
多

（
五
）

Ｆ
ｐ
ｏ
ｑ

」ギ

い
ぶ
‐
ミ
い
為
六
ゃ
）
持
ヽ
）
Ｓ

ヽ
ト
ド

十
８
】

（
ｉｌｉ
）

Ｆ
Ｄ
ｏ
ｑ

」ざ

”
ぶ

】蕊
い
為
Ｘ
ゃ
】
や
）
Ｓ

ヽ
ほ
世

１
８

が
成

り
立

つ
。

②

ｏ
志
討

宅

一属

モ
デ
ル

〇
く
ｑ
】い
ｏ
ｏ
ま
い
モ
デ

ル
の
場
合

は
、

最
初

に

よ

キ

ヤ
や

）
＝
只

キ

↓
ド

）
か
ど
う

か
を
検
定

す

る
必
要

が
あ

る
。

Ａ

キ

ヤ
や

）

＝
只
。一
）
―
ミ
し
は
、

Ｑ
ド
＝
ｏ
と
同
値
で
あ
る
の
で
、

帰
無
仮
説
思
群

Ｇ
が
＝
ｏ、
対
立
仮
説

中
田
ド

Ｇ
や
十
ｏ
を
検
定
す
る
。

定
理
３

６
く壁
Ｓ
ｏ
↓寵

モ
デ
ル
の
Ｌ
Ｒ
分
散
検
定
▼

定
理
１
（ｉ
）
よ
り
、

適
当
な
正
則
条
件
の
下
で
、

↑
１
）
　
ば
Ｄ
ａ
①
【
通
電

¨
ミ
勧
ヾ
―
―
↓
ヽ
Ｓ
・十
共

．
ヰ
ト
Ｓ
ヽ

（
ｉ
）

宮
”
詩

【
出
腎

ミ
勧
い
―
↓

十
８

が
成

り
立

つ
。

但

し
、

通

は

ミ

の

も
十
ｓ
個

の
固
有
値

の
二
乗

を
要
素

と
す

る

ベ
ク
ト

ル
で
あ

る
。

帰
無
仮
説

出
だ

が
適

当
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な
有
意
水
準
で
棄
却
さ
れ
な
い
と
き
は
、

与
え
ら
れ
た
デ
ー
タ
か
ら
は
、

い

と

Ｑ
ヽ
は
区
別
不
可
能
で
あ
る
と
結
論
付
け
る
。

一
方
、

帰
無
仮
説
樟
電
が
棄
却
さ
れ
た
と
き
に
は
、

Ａ
■

”
や
）十
只
キ

一
ポ
）
で
あ
る
と
し
て
、

定
理
２
を
用
い
て
、

帰
無

仮
説
い
伊
に
対
し
て
、

対
立
仮
説
掛
守
ま
た
は
、
さ
を
検
定
す
る
。

③
　
Ｚ
獄
一畳

モ
デ
ル

Ｚ
ｏ∽命＆

モ
デ
ル
の
場
合
は
、

的
。官
Ｄ
只
キ

ヤ
ド
）］ＩＡ
的
。口
Ｄ
Ａ
■

〕
や
ヽ
で
あ
り
、

帰
無
仮
説
Ｓ

の
下
で
、

Ａ
キ

】
や
）

＝
崎
企

】
…
求
し
が
常
に
成
立
す
る
。

従
っ
て
、

Ａ
キ

い
や
）＝
只
キ

キ
ポ
）
を
検
定
す
れ
ば
よ
い
の
だ
が
、

ｏく
ｑ
】い
ｏ
●
中Ｆ
的
モ
デ

ル
の
場
合
と
同
様
に
、

Ａ
■

〕
や
）＝
只
キ

一
ポ
）
は
ｓ
が
＝
ｏ
と
同
値
で
あ
る
の
で
、

帰
無
仮
説
出
弱
中
Ｓ
が
＝
一、
対
立
仮
説

出
甘

Ｓ
が
＋
ｏ
を
検
定
す
る
。

定
理
４

（ｚ
ｏ∽一畳
モ
デ
ル
の
Ｌ
Ｒ
分
散
検
定
▼

定
理
１
（。こ
よ
り
、

適
当
な
正
則
条
件
の
下
で
、

↑
１
）

Ｆ
Ｄ
ａ
めヽ

い
ミ
中
ミ
勧
ヾ
―
―
〉
単
Ｓ
（
・
キト
や▼

↑
上
）

Ｆ
ｐ
ａ
●【
い
縄
”
さ
も
ゞ
―
―
↓
十
８

が
成
り
立
つ
。

但
し
、

詩

は

ミ
＝
（―
的
と
幅
】十

的
為ヽ
、卜

蜘
】為

）
の
少
個
の
固
有
値
の
二
乗
を
要
素
と
す
る
ベ
ク
ト
ル
で
あ
り
、

Ｒ
は
的
崎
＝
為
的
為ヽ
、
を
満
た
す
ｓ
×
も
の
制
約
行
列
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、

帰
無
仮
説
墨

が
棄
却
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、

い

は

Ｑ
ヽ
よ
り
も
優
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

〓
一　
＜
Ｃ
呂
∝

含
ｃ
∞
ｃ
）
検
定
の
応
用

（１
）

増
分
情
報
内
容
と
相
対
情
報
内
容

あ
る
会
計
情
報
の
有
用
性
は
、

そ
の
情
報
が
情
報
内
容
を
有
す
る
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
検
証
さ
れ
る
。

そ
し
て
情
報
内
容
に
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は
、

相
対
情
報
内
容
と
増
分
情
報
内
容
が
存
在
す
る
。

今
、

会
計
情
報
ズ
と
Ｚ
が
あ
る
と
す
る
と
、

相
対
情
報
内
容
は
、

ズ
と

Ｚ
の
ど
ち
ら
の
情
報
内
容
が
大
き
い
か
を
検
証
す
る
も
の
で
あ
り
、

増
分
情
報
内
容
は
、

ズ
を
所
与
と
し
た
と
き
に
Ｚ
に
、

あ

る
い
は
Ｚ
を
所
与
と
し
た
と
き
に
ズ
に
、

追
加
的
な
情
報
内
容
が
あ
る
か
を
検
証
す
る
も
の
で
あ
る
。

相
対
情
報
内
容
を
調
べ

る
に
は
、

３ａ
と
３ｂ
の
為
Ｎ

や
Ａ
Ｉ
Ｃ
と
い
っ
た
、

何
ら
か
の
モ
デ
ル
選
択
基
準
を
用
い
て
比
較
す
れ
ば
良
い
の
だ
が
、
も

っ
と

積
極
的
に
モ
デ
ル
間
の
優
劣
を
決
定
し
た
い
場
合
が
あ
る
。

そ
こ
で
モ
デ
ル
間
の
優
劣
の
差
を
統
計
的
に
検
証
す
る
た
め
に
、

く
ば
ｏ
ｐ
的
合
０∞）

検
定
や
じ
鍔
【矛
ｏ
ｐ
営
ａ
呂
や
の
パ
】ｐ
ｐ
ｏ
Ｄ
（岸ｃ∞じ

の
Ｊ
検
定
な
ど
が
用
い
ら
れ
る
の
で
あ
る
。　

一
方
、

増
分
情

報
内
容
を
調
べ
る
に
は
、

５ｂ
の
ズ
と
Ｚ
の
係
数
で
あ
る
ヽ
】
と
い

の
有
意
性
を
そ
れ
ぞ
れ
検
証
す
れ
ば
よ
い
。

（２
）

Ｊ
検
定
の
問
題
点

Ｊ
検
定
は
、

Ｆ
ｏ
胃
居
∽付＆

モ
デ
ル
の
検
定
と
し
て
、

そ
の
使
用
の
簡
便
性
ゆ
え
に
、

相
対
情
報
内
容
の
検
定
に
し
ば
し
ば

用
い
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
Ｊ
検
定
は
、

検
定
の
理
論
上
、

増
分
情
報
内
容
と
相
対
情
報
内
容
を
明
確
に
区
分
し
得
な
い
の
で
、

Ｊ
検
定
を
相
対
情
報
内
容
の
検
証
に
用
い
る
こ
と
は
不
適
切
で
あ
る
。

そ
こ
で
、

以
下
で
Ｊ
検
定
の
概
略
を
示
す
。

Ｊ
検
定
に
よ
る
Ｏ
ｏ
，
澪
∽付①
ａ
モ
デ
ル
検
定
は
、

包
括
ア
プ
ロ
ー
チ

行
ｏ置
ｏ【ｏす呂
り中嵩

Ｓ
●ヽ
ｏｐＯこ

と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、

最
初
に
、

競
合
す
る
モ
デ
ル
Ｓ
＝
く
（ミ
百
〕
じ

キ
も
∩
ｏ
｝
と

翁
求＝
Ｇ
Ｇ
マ
キ
じ

一
求
∩
『
）
を
特
殊
例
と
し
て
含
む
包
括
モ
デ

ル
Ｓ

を
構
成
す
る
行
）。
こ
の
際
、

ヽ
＝
Ｐ
ヽ
＝
Ｐ
が
そ
れ
ぞ
れ
い
）
Ｓ

に
対
応
す
る
よ
う
に
す
れ
ば
、

仮
説
検
定
通
ゴ
ぷ
】

は
、

そ
れ
ぞ
れ
卜
や
中
ヽ
＝
や
卜
や
中
ヽ
＝
ド
と
書
き
換
え
ら
れ
る
。

い

の
構
成
法
は
無
限
に
あ
る
が
、

そ
の
中
の
一
つ
に
、

Ｑヽ＝▲ｏ（ミ一韓】ヽ
〕も】ミン
も∩〇】求∩円】＝ｕ軌小典軒＋球一糾料却沖一式計判

が
あ
る
。

今
、

正
規
線
型
回
帰
モ
デ
ル
ヽ

と

Ｑ
を
次
の
よ
う
に
定
め
、

ｐ
ｏ
，
罵
の命①
Ｏ
モ
デ
ル
に
よ
る
仮
説
検
定
を
行
う
と

す
る
。
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」ポ

中
ミ
＝
ヌ
農
十
Ｓ
）

ミ
―ヽ
者
（ｐ
ｓ
ゃＨ〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ｏ
）

ぷ
■
ミ
＝
Ｎ
ヽ
十
ざ
】

ざ
！
者
Ｏ

ｓ
ＮＨ▼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
）

こ
の
と
き
包
括
モ
デ
ル
Ｑ
ヽ
は
、

母

姉

｛
鈴

求

了

十
｛
求

下

ま

】
吊

者

ｇ

ＮＨ
ぎ

軍

ヾ

―
卜

耕

ド
十

半

と
な
る
。
こ
こ
で
本
＝
ヽ
せ
的き
Ｎ
と
お
く
と
前
式
は
、

員
や
一
ミ
＝
合
―
こ
ヌ
や
十

Ｎヽ
ヽ
十
ミ
　ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
∞
）

と
表
さ
れ
る
。

業
】
ｑ
ぃ
は
共
に
正
で
あ
る
の
で
、

員
■
ヽ
＝
ｏ
付
員
■

へ
＝
ｏ
は
同
値
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
ま
ま
で

は
、
ヽ
と
ヽ
が
分
離
さ
れ
な
い
の
で
、
Ｊ
検
定
で
は
、

０
の
ヽ
を
０
の
推
定
値
ヽ
と
固
定
し
て
ヽ
に
つ
い
て
の
推
定
を
行
う

の

で

あ

る

。

つ
ま

り

、

地
Ｈ

ミ
＝
【

食
十

蔦

も

十

Ｓ

で

ヽ
＝

ｏ

”
的
単
房

け

ヽ
十

ｏ
を

検

定

す

る

の

で

あ

る

。

こ

の

よ

う

に

、

Ｊ

検

定
で
は
、

本
来
検
定
し
た
か
っ
た
卜
や
い
的
い
一湯
付
ぷ
Ｎ
で
は
な
く
、

貴
▼
”
∞
い
【易
付
員
い
と
い
う
人
工
的
な
居
∽府
ａ
モ
デ
ル
を
検

証
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

同
様
に
、

氏
は
い
的
い
【房
ご
騨

の
検
定
に
お
い
て
も
、

実
際
に
は
、

員
け
い
的
ｐ
一湧
Ｆ
Ｆ

を
検
証
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

次
に
、
Ｊ
検
定
と
情
報
内
容
と
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
る
。

３ａ
と
３ｂ
に
よ
る
相
対
情
報
内
容
の
検
証
に
つ
い
て
、

ズ
と
Ｚ
が

そ
れ
ぞ
れ

一
つ
の
変
数
で
あ
る
と
す
る
と
、
Ｊ
検
定
で
は
、

Ｒ
ド
Ｄ
的
い
中房
ｒ
さ

は
、

氏
干
い
的
的
一房
ｒ
Ｆ
】

氏
Ｌ

ぷ

＝
Ｓ
十
や
ぷ
ヤ十
八
い

十
い
い

）
十
ｐ

の
検
定
と
な
る
。
こ
の
と
き
卜
や
は
、

い
科
”
ぷ

＝
（
Ｓ
十
求
Ｄ
）
十
岱
Ｘ
↑
十
求
い
い

十
ｐ

＝
シ
十
ン
決
゛
十
膨
ヽ
い
十
ｐ
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に
変
形
さ
れ
る
の
で
、

結
局
こ
の
検
定
は
、

い

の
係
数

影
＝
ｏ
を
検
定
す
る
の
と
同
じ
に
な
る
。

同
様
に
、

員
」
Ｄ
い
い
一房
付
出
中

で
は
、
Ｊ
検
定
で
は
、

Ｘ
ギ
の
係
数

ン
＝
ｏ
を
検
定
す
る
こ
と
に
な
る
。

つ
ま
り
、

相
対
情
報
内
容
の
検
証
に
Ｊ
検
定
を
用
い

る
の
は
、

増
分
情
報
内
容
を
検
証
す
る
の
と
同
じ
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

（３
）

会
計
利
益
と
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
の
情
報
内
容

く
ば
ｏ
属

検
定
の
応
用
例
と
し
て
、

二
Ｏ
①
Ｏ
年
二
月
決
算
期
か
ら
新
た
に
開
示
さ
れ
て
い
る
連
結
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
情

報
と
、

発
生
主
義
に
基
づ
く
従
来
の
会
計
利
益
情
報
の
情
報
内
容
を
比
較
す
る
。

サ
ン
プ
ル
は
、

二
〇
〇
〇
十
二
〇
〇
二
年
の

期
間
に
お
い
て
、

（ｉ
）
東
証

一
部
上
場
企
業
で
あ
る
、

（五
）

一
般
事
業
会
社
で
あ
る
、

（ｉｌｉ
）
会
計
期
間
が

一
二
ヶ
月
で
あ

る
、
と
い
う
基
準
で
選
択
さ
れ
て
い
る
。

使
用
す
る
モ
デ
ル
は
、

次
の
よ
う
で
あ
る
。

呈
ミ
‐
ミ
残
や
ミ
モ
デ
ル

（相
対
情
報
内
容
の
検
証
）

卜

為

や
＝

さ

十

齢

』

持
十

Ｓ

ヽ
的

持
十

ｐ

ｓ
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
ｏ

）

卜
為
いヽ＝
い
十
い
●
コ
い十
い
ヽ
Ｑ
コ
い十
ｍ
Ｓ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｓ
）

ｏ
ミ
ペミＳ
ミ
ベ

モ
デ
ル

（相
対
情
報
内
容
の
検
証
）

卜

為

持
＝

Ｓ

十

津

∽
愚

吋

章
十

Ｓ

的

ヽヽ

中
十

岱

的

や
十

辞

ヽ
的

や
十

ｐ

・
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
営

）

卜
為
いヽ＝
さ
十
い
∽
蔦
雨
いヽ十
き
的
さヽ
い十
い
Ｏ
お
い十
さ
へ
い
コ
年十
ｐ
ｒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（罵
）

ン
デ
さ
ミ
モ
デ
ル

（増
分
情
報
内
容
の
検
証
）

卜
為
持
＝
さ
＋
岱
的
ヽ
十
齢
ヽ
的
持
十
ｐ
ｒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ｏ
）

卜

為

持
＝

さ

十

い

的

」ヽ
十

さ

へ
的

」」
十

い

０
コ

革
十

い

ヽ

０
コ

い
十

ｐ

ｒ
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
ド
じ

卜
為
いヽ
は
企
業
″
の
サ
期
四
ヵ
月
目
か
ら

ヽ
十
岸
期
三
ヶ
月
目
ま
で
の
市
場
調
整
済
み
年
次
異
常
リ
タ
ー
ン
、

的
単
は
企
業
″
の
サ
期
に
お
け
る
経
常

利
益
、

命
コ
い
は
企
業
″
の
サ
期
に
お
け
る
営
業
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
、

民
的
」ヽ
＝
的
いヽ―
的
予
・
卜
０
コ

＝ヽ
命
コ

１ヽ
０
胸
中！

∽
蔦
即
中
は
企
業
″
の
サ
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期
首
に
お
け
る
時
価
総
額
に
自
然
対
数
を
と
っ
た
も
の
、

的
さヽ
い
は
企
業
″
の
サ
期
首
に
お
け
る
株
主
資
本
簿
価

時ヽ
価
総
額
の
比
率
で
あ
る
。
ま
た

的
き
命
コ
い】ヽ
』
―
卜
〇
コ
い
は
サ
期
首
の
時
価
総
額
で
デ
フ
レ
ー
ト
さ
れ
て
い
る
。

（こ

実

証

結

果

ヨ
ぎ
‥き
崩
さ
ミ
モ
デ
ル

（相
対
情
報
内
容
）
の
検
証
結
果

Ｚ
ｏ弔
属
∽付＆

モ
デ
ル
の
推
定
結
果
は
、
表
１
の
上
段
に
示
さ
れ
て
い
る
。

０
の
的
ヽヽ
十
ヽ
的
」ヽ
の
係
数

↑
値
）
は
一
・
一

五
六

（七
・
五
七
）、
１０
の
Ｑ
や
い十
ヽ
Ｑ
コ
ヽ
は
①
・
一
九
四

全
一千
五
五
）
と
、

有
意
に
正
で
あ
る
。

但
し
い３
・為
ゃ
曇
四
・
四
％

あ
五
・
五
％
）
か
ら
は
、

０
の
優
位
性
が
伺
え
る
。
そ
こ
で
０
と
１０
の
相
対
情
報
内
容
を
統
計
的
に
比
較
す
る
た
め
に
、

ｐ
ｏ守

Ｆ
Ｏの命●ａ
モ
デ
ル
の
く
Ｆ
ｏヽ
幅
検
定
を
行
っ
た
結
果
が
表
２
の
上
段
に
示
さ
れ
て
い
る
。
Ｚ
ｏ〒
君
の命＆
検
定
で
は
、

定
理
２
の

標
準
化
さ
れ
た
Ｌ
Ｒ
を
用
い
て
検
定
を
行
う
。

Ｏ

ｐ
磯
ｐ
中易
付
御
で
得
ら
れ
た
検
定
統
計
量
は
三

・
四
七
五
と
有
意
で
あ
り
、

０

の
方
が
１０
よ
り
も
真
の
モ
デ
ル
に
よ
り
近
い
こ
と
が
判
る
。

０
ミ
ヽ
食ヽ
遥
き
的
モ
デ
ル

（相
対
情
報
内
容
）
の
検
証
結
果

ｏ
嵩
【】”
唱
【届

モ
デ

ル
の
推
定
結
果
は
、

表
１
の
中
段

に
示
さ
れ
て
い
る
。

バ
リ

ュ
ー
効
果

（田
ざ

）、
規
模
効
果

ａ
忌
職
こ

の
影
響
を
除
去
し
た
後

で
も
、

１１
の
的
いヽ十
ヽ
的
いヽ
の
係
数

↑

値
）
は

一
，
一
一
〇

名

二
一
ら
、

１２
の

Ｑ
コ
ヽ

十
ヽ
Ｑ
コ
ヽ
は
○

，
一
八
二

（三
≧
三
）
と
、

共
に
有
意
に
正
で
あ
る
。

但
し

や
島
・為
Ｎ

盆

八
上
ハ
％
あ

一
〇
二
一％
）
か
ら
は
、

ω
の
優
位
性
が
伺
え
る
。

そ
こ
で
ω
と

の
の
相
対
情
報
内
容
を
統
計
的
に
比
較
す
る
た
め
に
、

ｏ
嵩

一ヽい
ｏ
●
一Ｄ
的
モ
デ

ル
の

く
ば
ｏ
縄

検
定
を
行

っ
た
結
果
が
表
２
の
中
段
に
示
さ
れ
て
い
る
。

〇
く
の
中ヽい
ｏ
ｏ
中Ｓ
的
検
定
は
、

逐
次
検
定
で
あ
る
の
で
、

最
初

に
定
理
３
に
基
づ
い
て

（ｉ
）
Ｌ
Ｒ
分
散
検
定
を
行
い
、

そ
れ
が
棄
却
さ
れ
た
ら
定
理
２
に
基
づ
い
て

（１１
）
Ｌ
Ｒ
検
定
を
行

う
と
い
う
手
続
き
が
必
要
で
あ
る
。

な
お
Ｌ
Ｒ
分
散
は
重
み
付
き
ヽ
ぃ

和
分
布
に
従
い
、

そ
の
棄
却
限
界
値
を
分
析
的
に
計
算

す
る
の
は
困
難
で
あ
る
の
で
、

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
そ
の
値
を
求
め
て
い
る
。

佃

”
的
い
中易
命
働
で
得
ら
れ
た
Ｌ
Ｒ
分
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表 1 回帰モデルの推定結果

推定モデル /27ガタィのサ  賜 t ごたキZどた  CF,ど十zlCnひ  adj F2

助%―俗物グ(9)(1‖!:をIⅢⅢ
モデル

 (1。
(1: ! ! : ;ⅢⅢ

1 156

( 7 5 7 ) お
1 4 4 %

占鑑淳 ,5%

OZ物をQD ばi断モデル 位の だ1紺Ⅲ

-0 003   0 075     1 110

( - 0 7 0 ) ( 7 1 1 ) Ⅲ
Ⅲ ( 7 2 8 ) = Ⅲ

-0 006   0 076

( - 1 3 0 )  ( 6 8 3 ) =ネ

1 8 _ 6 %

遇群琳 n2%
Nes姥グ

モデル

0_108

(9_42)ⅢⅢ

1 058        0 136

( 9 2 3 ) ⅢⅢ  ( 2 5 2 ) Ⅲ
163%

(注)括 弧内はWttteの 共分散行列に基づく′値である。Ⅲ5%水 準で有意 ⅢⅢl%水 準で有意。

表 2 Vuong(1989)検 定の結果

競合モデルの種類
Vuong(1989)モ デル選択検定

(1)LR分 散検定 (ii)とR検 定

ぶ拓θ%―%容″ モデル (9)against(10) 3 475ⅢⅢ

0つ夕内の 所″gモ デル (11)against(12) 3 437キⅢ

対容ルグモデル   (9)against(13) 436 54中

(注)*5%水 準で有意 ネ米1%水 準で有意。

散
の
検
定
統
計
量
は
、　

一
①

一
八

・
九
七
と

一
％
水
準

で
棄
却
さ
れ
る
。

そ
こ
で

（̈
こ

Ｌ
Ｒ
検
定
を
行
う

と
、

そ
の
検
定
統
計
量
は
三

・
四
三
七
と
有
意
で
あ

り
、

１１
の
方
が
１２
よ
り
も
真
の
モ
デ
ル
に
よ
り
近
い
こ

と
が
判
る
。

■
瞬
さ
ミ
モ
デ
ル

（増
分
情
報
内
容
）
の
検
証
結
果

Ｚ
①
∽府
ａ
モ
デ
ル
の
推
定
結
果
は
、

表
１
の
下
段
に

一不
さ
れ

て

卜い
る
。

１３

の
的
章
十
ヽ
的
章
お
よ
ボレ
Ｑ
拘
舌

十
ヽ
Ｑ
コ
・
の
係

数

↑

値
）
は
、

各
々

丁

ｏ

五

八

（九
・
二
三
）、
○

・
一
三
六

（二
・
五
こ

と
、

共

に
有

意
に
正
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

会
計
利
益
と
キ
ャ
ッ

シ
ュ
フ
ロ
ー
に
は
、

互
い
に
相
手
を
所
与
と
し
て
も
、

そ
れ
ぞ
れ
に
増
分
情
報
内
が
存
在
す
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
。

増
分
情
報
内
容
の
検
証
は
、
こ
の
係
数
推
定
値

の
有
意
性
検
定
で
も
良
い
が
、
こ
こ
で
は
居
∽古＆

モ

デ
ル
の
場
合
の
く
ｏ
ｏ
Ｊ
的
検
定
を
行

っ
て
お
り
、

そ
の

結
果
が
表
２
の
下
段
に
示
さ
れ
て
い
る
。

Ｚ
２
市＆

検

定
で
は
、

定
理
４
に
基
づ
い
て
Ｌ
Ｒ
分
散
検
定
を
行

う
。

０

”
い
い
中房
命
０
で
得
ら
れ
た
検
定
統
計
量
は
、

四
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三
六
・
五
四
と
五
％
水
準
で
有
意
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

０
よ
り
も
１３
の
方
が
真
の
モ
デ
ル
に
よ
り
近
い
と
い
う
こ
と
を
示
し
て

い
る
。

な
お
御

い
的
い
【房
付
は
で
も
、

同
様
の
結
果
を
得
て
い
る
。

四

お

わ

り

に

く
ば
ｏ
Ｆ
崎
検
定
と
は
、

モ
デ
ル
選
択
基
準
に
Ｋ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
を
用
い
て
そ
れ
を
Ｌ
Ｒ
検
定
に
応
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

為
ぃ

や
Ａ
Ｉ

Ｃ
と
い
っ
た
従
来
の
モ
デ
ル
選
択
基
準
で
は
不
可
能
で
あ

っ
た
競
合
す
る
モ
デ
ル
間
の
統
計
的
有
意
検
定
を
可
能
に
し
た
、

モ

デ
ル
選
択
検
定
で
あ
る
。

そ
し
て
く
Ｆ
ｏ
Ｄ
的
検
定
は
、

そ
の
枠
組
み
の

一
般
性
ゆ
え
に
、

会
計
に
お
け
る
情
報
内
容
の
検
証
に

用
い
る
の
に
適
し
て
い
る
。　

一
方
、
Ｊ
検
定
は
、

理
論
上
、

相
対
情
報
内
容
と
増
分
情
報
内
容
を
区
別
し
得
な
い
の
で
、

情
報

内
容
の
検
証
に
用
い
る
の
に
は
不
適
切
で
あ
る
。

く
Ｆ
ｏ
ｐ
的
検
定
の
応
用
例
と
し
て
は
、

二
〇
〇
〇
年
二
月
決
算
期
か
ら
開
示
さ
れ
て
い
る
連
結
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
と
従
来

の
発
生
主
義
に
基
づ
く
会
計
利
益
の
情
報
内
容
の
比
較
を
行

っ
て
い
る
。

結
果
は
、

相
対
情
報
内
容
で
は
、

会
計
利
益
が
キ
ャ

ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
よ
り
優

っ
て
い
る
が
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
に
も
、

若
子
の
増
分
情
報
内
容
が
存
在
し
た
。

つ
ま
り
、

キ
ャ
ッ

シ
ュ
フ
ロ
ー
は
会
計
利
益
に
取

っ
て
代
わ
る
も
の
で
は
な
い
が
、

幾
ら
か
の
追
加
的
な
情
報
を
市
場
に
提
供
し
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。

最
後
に
、

く
こ
ｏ
Ｄ
的
検
定
は
、

そ
の
枠
組
み
の
一
般
性
お
よ
び
明
瞭
性
の
点
で
、

従
来
の
検
定
よ
り
も
優
れ
て
い
る
と
い
え

る
。
し
か
し
な
が
ら
、

そ
の
検
定
統
計
量
の
計
算
が
非
常
に
複
雑
で
あ
る
の
で
、

現
段
階
で
は
そ
の
有
用
性
が
十
分
に
発
揮
さ

れ
て
い
な
い
。

会
計
情
報
に
は
代
替
的
情
報
が
数
多
く
存
在
し
、

研
究
上
モ
デ
ル
選
択
検
定
を
必
要
と
す
る
機
会
も
少
な
く
な

い
。

今
後
、

検
定
の
改
良
や
簡
便
法
が
考
案
さ
れ
れ
ば
、

く
こ
ｏ
Ｄ
的
検
定
は
、

会
計
学
研
究
に
お
い
て
非
常
に
有
用
な
ツ
ー
ル

と
な
り
得
る
で
あ
ろ
う
？
）。
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一江（１
）

本
稿
は
、

大
田
・
松
尾

（二
〇
〇
四
）
に
基
づ
い
て
い
る
の
で
、

詳
細
に
つ
い
て
は
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（２
）

●
８
●
０
♀
”屋
ｏ
さ
申●
ｏ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

∽
い
く
い
合
喝
じ

や
ヨ
、す
【府

合
潔
じ

を
参
照
さ
れ
た
い
。

（３
）

包
括
ア
プ
ロ
ー
チ
等
の
，
ｏ
ｌ
，
ｏ
４
＆

仮
説
検
定
の
考
え
方
に
つ
い
て
は
、

町
２
営
営

営
０
電
８
汗
り
（さ
冒
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（４
）

く
，
ｏ
Ｄ的
合
灘
〕

検
定
の
簡
便
法
に
つ
い
て
は
、

大
田
・
松
尾

（二
〇
〇
四
、

卜
●
●
目
ヽ
汗
じ

と
松
尾

（二
〇
〇
四
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

引
　
用
　
文
　
献

太
田
浩
司

・
松
尾
精
彦

［二
〇
〇
四
］
「く
Ｆ
ｏ
”
的
合
灘
〕

検
定
の
理
論
と
応
用
」
武
蔵
大
学
論
集
、

第
五
二
巻
第

一
号
、

二
九
―
七
五
頁
。

松
尾
精
彦

［二
〇
〇
四
］
「く
Ｆ
ｏ
ｏ
的
８
４
と
そ
の
正
規
線
形
モ
デ
ル
ヘ
の
適
用
法
」
関
西
大
学
経
済
論
集
、

第
五
四
巻
第

一
号
、

二
九
―
七
五
頁
。

∪
い
く
【ａ
り
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，
】
『
年
い
ｏ
毎
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ぞ
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命
栄
宮
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ヽ
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・
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∞
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∽
命
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ヽ
い
】
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き
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円
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目
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メ
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Ｃ
『
∞
）

】
，
～
ｏ
■
Ｒ
】
や
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【
〇
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０
ヽ
中
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【
中
い

ｈ
Ｏ
ヽ

０
出
∽
Ｏ
ヽ
≡
ヨ
【
，
い
市
一
，
的

い
日

Ｏ
Ｓ
的

い
】市
０
【
，
Ｄ
一
一
く
ｏ

ヽ
Ｏ
的
、
Ｏ
∽
ｏ
【
Ｏ
ｐ

Ｓ

Ｏ
ａ
ｏ
】
″

高
寸
ｏ
Ｓ
ｓ
ミ
ｓ
ｓ
き
、
６
Ｓ

卜
０
）
岸
Ｎ
『
∞
―

岸
〕
Ｃ
岸

コ
、
Ｆ
Ｏ
Ｆ
的
】
〔
γ

】Ｈ
　

（
岸
０
∞
Ｃ
）
・
Ｆ
】
京
Ｏ
≡
す
ｏ
ｏ
ユ

ヽ
い
市
中
〇

市
め
の
命
り

ヽ
Ｏ
ヽ

【Ｆ
Ｏ
ａ
Ｏ
】
の
ｏ
中
ｏ
命
付
出
Ｏ
，

Ｄ
Ｂ
ａ

Ｆ
Ｏ
，
‐

Ｂ
ｏ
の
付
Ｏ
ａ

げ
く
ｏ
ｏ
ｔ
す
０
の
ｏ
夕

高
寸
Ｇ
ミ
ｓ
Ｓ
ｓ
Ｓ
ヾ
↓
Ｓ
Ｓ

ｕ
Ｎ
）
∞
〇
ヽ
―

∞
∞
ω

ヨ

ゴ

対
８

）
日

，

合

０
∞
じ

　

て

い
と

Ｂ

Ｆ
３

〓
汗
ｏ
】
≡

ｏ
ｏ
ａ

Φ
４

，
呂

”
市
Ｓ

Ｆ

Ｏ
ヽ

呂

所

り
ｏ
●
Ｏ

．ｈ
ｏ
ユ

Ｓ

ｏ
Ｏ
Ｌ

″

的

８

ミ
ｓ
Ｓ

ミ

ミ

尽

り
Ｐ

】
―

時
押

（付
記
）

く
ｏ
ｏ
，
的
検
定
の
具
体
的
な
実
施
方
法
は
、

汗
８
市ミ
す
ｏ
３
０
●
ｐ
的
建
ュ
や
く
命
ｏ
Ｓ

汗ヽ
ｏ卜
ｂ
憲
、
か
ら
Ｄ
ｘ
８
】
形
式
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能

で
あ
る
。

（付
記
）

本
稿
は
日
本
会
計
研
究
学
会
第
六
十
三
回
大
会
に
お
け
る
自
由
論
題
報
告
に
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

（大
田

・
武
蔵
野
大
学
専
任
講
師
）

（松
尾

・
関

西

大

学

教

授
）


